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☆対栃ホ県知事・3ダム訴訟・控訴書

2011年8月19日午後3時～ 東京高裁て進行協議

地霧判決 残念ながら3月 24日 に宇都宮地裁で出された判決は、『被告が独立行政法人水資

源機構に対して思川開発事業からの撤退を怠る事実が違法であることの確認を求める訴えは不適

法であるから去口下、原告らのその余の請求をいずれも棄却』というものでした。原告倶1はただち

に東京高裁に控訴し、第 1回 期日として 8月 19日 に進行協議が予定されています。今後、□頭

弁論をどう進めてい<の かを協議するもようです。

東京高響τは 1都 5県 の裁判で共通している八ッ場ダムの訴訟は、他県ではすでに 1年 以

上前から控訴が申し立てられていますが、東京高裁ではしヽずれも進行協議ばかりが3回 も4回 も

開かれているだけです。もっとも進行が早い東京訴訟の場合でも、進行協議を重ねる中で、控訴人

側から書面を提出し、それに対して被控訴人侵」も反論の書面を提出するということが 1年 以上続

いてしヽるとのことです。

現地措今 000

2年 前、政権が変わつた時には [やった～ !!]と 快載を叫んでムダな公共事業の見直しに期

待したものでしたが、その後大臣が変わるたびに事態は後退している感があります。

爆西11澪ムで結 8乍年 9月 、滑り込みで本体工事に彗工した湯西川ダムでは県道1寸け替え工

事が完成し、開通しました。周辺事業も進み、後世代にツケを残すと予想される [水の郷]の 立

派な箱モノも完成しました。新聞報道によると、水没する [風穴]の 調奎が続けられているよう

ですが、大規模の掘当」や水没によって貴重な自然が失われてしまえば、その後でメカニズムや価

値を確認してもあまり意味がなしヽのでは。それともこれからやれることが未だあるのでしょうか

(裁判に勝って、ダムが完成しても水を貯めさせないとか?)。

南摩ダムで持 本体工事は一時凍結さねていますが県道の付け替えで橋やトンネルの工事が

進んでいます。現行計画のまま工事が再開されると完成は3年 遅れて2018年 度以降となり、

工事遅延に伴う費用が20億 円程度かかることが関係地方
/AN共
団体からなる 「検討の場」幹事会



で水資源機構によって明らかにされました。また、8月 11日 に開かれた関東地方整備局事業評

価監視委員会の資料によれば、今後の対応方針の原案は 「転流工の工事は継続するが新たな段l・■に

は入らず、生活再建事業を進める」とされてしヽます。

学新会議における榛証  ハッ場ダムに関して中立的な検証が期待された学術会議の見直

しも、ふたを開けてみれば結果はやはり国交省の主張を是認するもの? 分科会は終了している

が国への正式な回答書は未だ提出されていないようです。

情報公開彗判  このような状況の中で唯一、今後への希望が持てるものは、「利根川流域の

洪水に関する資料を不開示とした国の決定が違法であるとして開示を求めた情報公開請求訴訟」

で住民側が勝訴したことです。国は控訴を断念したようですが、この資料が開示されれば、長年ハ

ッ場ダムの建設根拠とされてきた利根川流域の洪水流量計算の検証が可能となり、ハッ場ダム事

業費差し止め訴訟にも有利に働<こ とが期待されます。
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一院
選
で
日
玉
公
約
の
一
つ
一を
か
け
る
構
え
で
、
次
の

一朦」靴募靭嶋り上ムを（翻一棚辞議はり膨リムに合
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基
本
高
水
　
過
去
の
大
洪

水
な
ど
か
ら
算
出
し
た
最
大

級
の
雨
が
、
そ
の
ま
ま
河
川

に
流
れ
込
ん
だ
場
合
に
想
定

さ
れ
る
ピ
ー
ク
時
の
流
量
。

雨
量
や
流
量
デ
ー
タ
に
基
づ

き
、
計
算
式
を
つ
く
る
な
ど

国
土
交
通
省
は
１５
日
、

ダ
ム
建
設
の
根
拠
と
な
る

大
洪
水
時
の
河
川
の
最
大

流
量

（基
本
高
水
）
を
算

出
す
る
基
礎
デ
ー
タ
に
つ

い
て
、
請
求
が
あ
れ
ば
原

則
と
し
て
開
示
す
る
方
向

で
調
整
に
入
っ
た
。
こ
れ

ま
で
は
ダ
ム
予
定
地
周
辺

の
買
い
占
め
の
懸
念
な
ど

を
理
由
に
不
開
示
と
し
て

い
た
。
八
ツ
場
ダ
ム

（群

馬
県
）
建
設
問
題
を
め
ぐ

り
、
国
に
利
根
川
水
系
の

デ
ー
タ
開
示
を
命
じ
る
東

京
地
裁
判
決
を
受
け
た
事

実
上
の
方
針
転
換
。
ダ
ム

建
設
の
必
要
性
に
関
し
住

民
側
の
独
自
の
検
証
も
可

能
に
な
り
そ
う
だ
。

大
畠
章
宏
国
交
相
は
１５

日
午
前
の
記
者
会
見
で

「開
示
し
て
も
、
国
民
の

間
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ
る

と
は
言
え
な
い
。
判
決
に

従
い
速
や
か
に
開
示
し
た

い
」
と
述
べ
、
控
訴
し
な

い
考
え
を
示
し
た
。

政
権
交
代
を
受
け
た
ダ

ム
事
業
の
見
直
し
で
、
国

交
省
な
ど
は
昨
年
末
か
ら

全
国
８３
カ
所
に
つ
い
て
建

設
の
是
非
を
検
証
し
て
き

た
。

一
部
の
ダ
ム
で
は
、

建
設
に
反
対
す
る
住
民
が

事
業
へ
の
公
金
支
出
差
し

止
め
な
ど
を
求
め
る
訴
訟

に
な
っ
て
い
る
。

八
ツ
場
ダ
ム
建
設
を
め

ぐ
る
６
件
の
住
民
訴
訟
に

関
連
し
、
住
民
側
弁
護
団

長
の
高
橋
利
明
弁
護
士
は

昨
年
７
月
、
関
連
資
料
の

開
示
を
求
め
た
が
、
最
大

流
量
を
予
測
で
き
る
デ
ー

タ
図
２
枚
を
関
東
地
方
整

備
局
が
不
開
示
と
し
た
た

め
、
東
京
地
裁
に
提
訴
し

た
。国
側
は
「地
域
住
民
に

混
乱
が
生
じ
る
」
な
ど
と

主
張
し
た
が
、
東
京
地
裁

は
今
年
８
月
、

「情
報
公

開
法
の
理
念
と
相
反
す
る

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
」

と
し
て
開
示
を
命
じ
た
。

国
交
省
は
八
ツ
場
ダ
ム

以
外
で
同
様
の
開
示
請
求

が
あ
っ
た
場
合
、
不
当
な

土
地
買
収
な
ど
の
恐
れ
が

な
い
か
を
検
証
し
、
原
則

と
し
て
開
示
す
る
方
向
だ
。

ダ
ム
建
設
根
拠

原
則
開
示

臥〃場釧轍餃
全
国
で
検
証
可
能
に

し
て
算
出
す
る
。
洪
水
の
被

害
を
防
ぐ
流
域
ご
と
の
治
水

計
画
に
、
ダ
ム
や
堤
防
の
建

設
を
盛
り
込
む
根
拠
と
な

る
。
国
交
省
は
、
八
ツ
場
ダ

ム
建
設
の
必
要
性
の
根
拠
と

な
っ
て
き
た
利
根
川
水
系
の

最
大
流
量
を
毎
秒
２
万
■
■

０
０

ント
と
算
出
し
て
い
る
。民

主
党
は
２
０
０
９
年

一が
建
設
の
是
非
を
検
証
し

衆
院
選
で

「
コ
ン
ク
リ
ー

一て
お
り
今
秋
に
も
結
論
が

卜
か
ら
人
へ
」
と
訴
え
「無

一出
さ
れ
る
。

駄
な
公
共
工
事
削
減
」
を

一

に
照
一準

に
攻
勢
の
構
え

主
張
。
そ
の
象
徴
と
し
て

八
ツ
場
ダ
ム
を
挙
げ

「中

止
」
と
明
記
し
た
。

政
権
交
代
で
前
原
誠
司

国
土
交
通
相
が
０９
年
９

月
、
建
設
中
止
を
明
言
し

た
。

奈良県の大滝ダムの試験貯水によって起きた地滑りで、集団移転した

住民がダムを管理する国に約9000万 円の損害賠償を求めた訴訟の控訴

審で、大阪高裁は7月 13日 、「ダムは通常有すべき安全性を欠き、設置また

は管理に瑕疵があった」と国の過失を認め、慰謝料など1200万 円の支払

いを命じた (奈良地裁での一審判決は国の過失を認定しつつ賠償請求は棄却)。         |

福島県の藤駆ダム (高さ約1 8rn・長さ約 133m・ 震業用)が 東日本大震災で決壊した。鉄

砲水は7人 の命を奪い、今も1人が行方不明という。壊れたダムの堤や川の護岸の復旧は手付かず

のまま。藤沼ダムは土を台形状に固めたアースフィルダムで、完成から60年 以上経っている。堤

高15m以 上の農業ダムは全国に約1700カ 所あり、多<が この構造というが、今回の震災では

33カ 所の農業用ダムで堤防のひぴ害」れや法面崩れが見つかつているという。
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老
朽
ダ
ム
亀
裂
で
決
壊
か

奮
響

扇
貝

耐
震
性
点
検
急
務

国
土
交
通
省
関
東
地
方

,D″′/夕/争3

東 日本大震災

安
政
南
海
地
震
で
満
濃
池

（香
川
県
）
が
破
堤
し
て

以
来
と
み
ら
れ
る
。
藤
沼

湖
は
１
９
５
７
年
の
ダ
ム

の
設
計
基
準
制
定
以
前
に

建
設
さ
れ
て
お
り
、
専
門

家
は
老
朽
化
し
た
ダ
ム
を

中
心
に
耐
震
性
を
再
点
検

す
る
必
要
性
が
あ
る
と
指

摘
す
る
。

藤
沼
湖
は
貯
水
容
量
約

１
５
０
万

ント
の
か
ん
が
い

江
花
川
沿
岸
土
地
改
良
区

．

が
管
理
す
る
。
３
月
Ｈ
日

の
地
震
直
後
に
決
壊
し
、

湖
水
が
ほ
ぼ
す
べ
て
流

出
。
下
流
で
８
人
の
死
者

・
行
方
不
明
者
が
出
た
。

調
査
し
た
川
越
清
樹

。

境
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
る
と
、

湖
北
東
部
の
堤
の
長
さ
約

１
３
０
層
の
ダ
ム
が
ほ
ぼ

全
域
で
決
壊
し
て
い
た
。

川
下
に
向
け
て
右
岸
の
土

が

す

べ

て
流

出

し

て
お

り
、
右
岸
か
ら
決
壊
が
始

ま

っ
た
と
み
ら
れ
る
と
い

う
。

「下
流
の
集
落
で
は

地
震
が
終
わ

っ
て
す
ぐ
に

水
が
流
れ
て
来
た
と
い
う

証
言
が
あ
る
。
巨
大
地
震

の
強
く
長
い
揺
れ
で
亀
裂

が
入

っ
て
水
が
噴
き
出

し
、
ダ
ム
が
負
荷
に
耐
え

ら
れ
な
く
な

っ
た
の
で
は

な
い
か
」
と
指
摘
。
同
様

に
盛
り
土
で
造

っ
た
近
く

の
羽
鳥
ダ
ム
で
も
地
震
後

に
亀
裂
が
見
つ
か

っ
た
。

田
植
え
前
で
湖
水
位
が
高

か
っ
た
こ
と
も
要
因
の

一

つ

と

考

え

ら

れ

る

と

い

つヽ
。多
く
の
ダ
ム
建
設
に
携

わ

っ
た
芝
浦
工
大
の
岡
本

敏
郎
教
授

（地
盤
工
学
）

は
決
壊
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

つ
い
て

「地
震
で
ダ
ム
の

堤
体
に
滑
ろ
う
と
す
る
力

が
加
わ
り
、
高
さ
が
下
が

っ
た
。
そ
こ
に
亀
裂
が
生

じ
て
さ
ら
に
水
圧
へ
の
抵

抗
力
が
減
り
、
決
壊
に
至

な
ど
の
変
化
を
比
較
し

「守
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

何
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
、
と
い
う
科
学
的
な
下

地
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切

だ
」
と
話
し
て
い
る
。

Ｆ

′

■
一
７一４μヽ

一
一
一
一
一
¨
一
¨
」
一

一

に
耐
え
た
ダ
ム
が
多
く
あ

る
の
も
事
実
だ
。
特
に
古

¨
一
一
一
¨
一
け
い
一
一

・ 〔
¨

き
だ
」
と

【
指
櫛
”
』
孵
】

∴
劉

コ
ス
ト
を
掛
け
な
か

っ
　
直
し
で
、湯
西
川
ダ
ム
は
、

た
」
と
理
解
を
求
め
た
。
　

既
に
本
体
工
事
に
着
手
し

春
先

に
な

っ
て
も
冷
風
穴

の
吹
き
出

し

口
に

残
る
氷

塊
＝

４
月

２８

日
、
日
光
市

西
川

（国
土
交

通
省
関
東

地
方
整
備

局
湯

西
川
ダ

ム

エ
事
事

務
所
提
供
）

ま
り
細
か
く
割
れ
る
こ
と

の
な
い
凝
灰
岩
の
ガ
レ
場

を
表
土
が
覆

っ
た
よ
う
な

畔
比
悔

鰤

雅

鯰

を
空
気
が
流
れ
る
メ
カ
ニ

ズ
ム
が
確
認
さ
れ
た
。

同
工
事
事
務
所
の
調
査

を
指
導
、
助
言
す
る
湯
西

着
工
後
も
ダ
ム
検
証
必
要

川
ダ
ム
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
委

権
峰
却
嗜
醸
ル
勤
動
』
待

誉
教
授

（地
質
学
）
に
よ

る
と
、
風
穴
の
調
査
で
こ

れ
ほ
ど
大
規
模
な
取
り
組

み
は
例
が
な
い
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
収
集
さ
れ
た

デ
ー
タ
で
酒
井
名
誉
教
授

が
注
目
す
る
の
は
、
複
数

の
冷
風
穴
で
、
夏
場
の
数

力
月
、
４
度
前
後
の
強
い

冷
気
の
吹
き
出
し
が
確
認

さ
れ
て
い
る
点
。

「地
中

の
岩
石
が
強
く
冷
却
さ
れ

て
い
る
必
要
が
あ
り
、
永

久
凍
土
の
存
在
な
ど
も
可

能
性
と
し
て
考
え
ら
れ

る
」
と
い
う
。

今
後
は
２９
カ
所
が
水
没

し
た
後
に
、
温
度
や
風
量

↓
β∴じ

ね
打

，

中

７粥
ィ

本
年
度
完
成
す
る
同
ダ

ム
の
表
向
き
の
総
事
業
費

は
■
８
４
０
億
円
。
こ
の

ほ
か
ダ
ム
の
水
を
使
う
下

流
自
治
体
が
多
額
の
費
用

を
負
担
し
、
事
業
を
支
え

る
。
地
元
は
ダ
ム
を
受
け

入
れ
た
見
返
り
と
し
て
、

公
民
館
や
消
防
施
設
な
ど

が
次
々
と
新
し
く
な

っ

た
。政
権
交
代
後
の
ダ
ム
見

て
い
る
と
の
理
由
か
ら
、

必
要
性
の
有
無
を
検
証
す

る
こ
と
な
く
建
設
続
行
が

決
ま

っ
た
。
人
口
減
少
と

節
水
機
器
の
普
及
で
水
需

要
が
頭
打
ち
と
な
る
中
、

本
当
に
ダ
ム
は
必
要
な
の

か
。
国
と
地
方
の
借
金
を

こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い
た

め
に
も
、
し

っ
か
り
と
し

た
検
証
が
必
要
だ
。
（
覚
）

牛脅るわ

湯西川ダム周辺 大規模掘削調査

谷
底
か
ら
そ
び
え
立
つ

ン
ク
リ
ー
ト
橋
脚
が
、

■′
本
の
道
で
結
ば
れ
た
。

日
光
市
の
湯
西
川
ダ
ム
建

設
に
伴
い
、
国
土
交
通
省

と
県
が
整
備
し
た
付
け
替

え
県
道

「黒
部
西
川
線
」
。

約
３
０
０
億
円
を
投
じ
、

わ
ず
か
Ｈ

・
４
事
の
区
間

に
橋
１７
カ
所
、
ト
ン
ネ
ル

ー０
カ
所
が
造
ら
れ
た
。

「橋
の
上
は
見
晴
ら
し

が
よ
く
、
ダ
ム
完
成
後
は

湖
面
が
見
渡
せ
る
」
。
同

省
の
担
当
者
は
、
そ
う
説

明
し
た
上
で

「必
要
最
小

限
の
構
造
。
シ
ン
プ
ル
で

如′今



ヤ7チ ン

痛藤彰じづ初協″/r/一 ′ヤ7チ ンを味わιra〃 う

痛馨り

"臨

層 ο勘鮮 裂 だ つ′′E考え酵 到 疑 ″

日 3寺 :10月 29日 (土)9時

集 合 :鹿沼市上南摩 ・室瀬バス停付近 (少雨決行)

持ち物 :昼食、飲み物、観察用具適宣

主 催 :ムダなダムをストップさせる栃木の会 ・思川開発事業を考える流域の会 ・

日本野鳥の会栃木県支部 ・水環境条例制定ネットワーク

‐
原子力神話から

=日 本を減ぼす九つの呪縛=  高木仁三郎著

2 0 1 1年 5月  講談社  762円

原子力 という メ ンだ/~の霧′を開″てιまつたス劇′ご夢い″ジ あヽノ葬″藷〃業の恐滋;巨 大事

´ぼゴθ夕だゴ鹿働 案 bで クヽわ。ル ンヾだクの箱」を″ どうことはできるの″ち妨 活動の生涯

為 り た論客′ま、ノσOの 臨界事故後 r2θ θθ勾 ″本書タ レ し 、′タガ多/L~帰らぬスとなつ

/_―″ミ まるで今回の機影舞坊勢の事故を予見 して″り のヽようである。福島第 一原発事故力ゞな

だきてιまつたのか、本質的な能 な雨なのか、今回の事故から/F7を学ぶべきか、のなえ″ミ本書|こ

″ぁる。 r′θθθ夕″ =こ光文社″ 〃″された同名の書を一部訂Iι、編註をつ″たうのノ

″鳴り沈紹うど
2010年 度 ・ムダなダムをストップさせる栃木の会

総会を以下の通り開催します。会員の方はお誘い含わ

せの上、多数ご出席<だ さい。

日時 :9月 27日 (央) 17:30～

場所 :栃木県弁護士会館

ムダなダムをストップさせる栃木の会

事務局 :小山市城東 2-10-22

TEL:0285-23-8505

FAX:0285-22-5608

年会費 :3,OOO円

郵便振替□座 :00140-1-500609


